
　本取組は、埼玉県所沢市に本社を構え、食パン専門店「考えた人すご
いわ」を展開する有限会社かんながらと、地域企業を支援する取り組み
を行っている飯能信用金庫、城西大学薬学部医療栄養学科による産学連
携の共同開発プロジェクトである。埼玉県産の食材を使用して、地域の
活性化を担うためのパン開発をコンセプトに、商品の立案から販売まで
を学生が主体となって行った。

　医療栄養学科１年生から参加者を募ったところ、レシピ開発やパン作
りに興味がある１３名が集まった。参加した学生は、趣味でパン作りを
している学生や、食べるのは好きだけど作ったことはないという学生ま
で様々であったが、どの学生もレシピ開発は初めてであった。

　「埼玉県産の食材を使用した地域活性化を担うためのパン開発」をコ
ンセプトに、原材料に埼玉県産小麦粉、パンに組み合わせる食材も埼玉
県産を使用することとした。今回開発するパンの大きな特徴は、「ハナ
マンテン」という小麦粉を使用した点である。ハナマンテンは、主に埼
玉県坂戸市、川越市で栽培されている硬質小麦である。強靭なグルテン
の性質を有し、小麦の風味が豊かでもっちりとした食感が特徴である。

　今回、共同開発を行った「考えた人すごいわ」は、飲食店を運営するオー
ネスティグループのかんながらが展開する食パン専門店である。厳選素
材と独自製法、コンベクションオーブンにこだわり、トーストせずその
まま食べても美味しい口どけと味わいが特徴の高級食パンが人気の店で
ある。

かんながらと医療栄養学科がパンを共同開発
ー埼玉県産の食材にこだわってー

活動の概要（2023 年度）
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食パン専門店「考えた人すごいわ」

アイデア出し 試作・試食会 広告物制作 販売

農場訪問

高麗祭で先行販売
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高麗祭での販売を目標に

学生が作成し、提案した資料

アイデア出し、打ち合わせの様子

　今回開発したパンは、城西大学・短期大学の学園祭の「高麗祭」で先
行販売することを目標とした。当該学園祭は、近隣の地域の方も多く訪
れ、医療栄養学科の産学金連携を広報する有効な機会である。
　
　2023 年 11 月 3 日、4 日に開催される高麗祭に向け、商品の立案から、
レシピ作成、試作、商品名の決定、イメージロゴとパッケージデザイン、
宣伝のためのPOPの作成、販売までを学生が主体となって行った。また、
今回は参加した学生が１年生ということもあり、レシピの作成と試作は、
かんながらの製造担当が行った。

　はじめに、埼玉県産の食材を使ったパンというコンセプトで学生から
アイデアを募った。集まった 15 個のアイデアの商品名、イメージ写真
またはイラスト、使用する食材、アピールポイントを記載した資料を作
成した。
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農場見学　ー原農場ー

商品化するパンが決定

かんながら 代表取締役　大舘誠氏との打ち合わせ ハナマンテンを使用した食パンを試食

ハナマンテンを使用した食パンを試食

試食会の様子

埼玉県産小麦粉「ハナマンテン」の生産農場へ

　2023 年 7 月、ハナマンテンを栽培している原農場を見学した。
かんながら 代表取締役 大舘誠氏から小麦粉への思いや、小麦粉ができ
るまでを聞くことができた。自分たちの手元に届くまでには、様々な工
程や苦労があることを知る。

　かんながらの担当者が資料を元に施策等の検討を重ねた上で、今回は
「さつまいもクリームパン」と「ガーリックトースト風ネギパン」の 2
つを商品化することとなった。
　試食会では、かんながらの製造担当の方と直接意見交換を行った。学
生からは、「具のベーコンが大きくて食べにくいので小さく切った方が
いい」や「中のクリームに芋の食感が残っていた方がよりさつまいもっ
ぽさを感じると思う」等の意見が出された。

ネギのインパクト

がすごい

ネギパンの全体に味噌が
塗ってあるが少し飽きる
かも…

いもパンの中に形を残した

芋があるといいかも



広告物制作

ぶどう農園訪問
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「さつまいもクリームパン」 「まるでネギ！パン」

　商品名を決める際は、インパクトがあり、どのようなパンかを想像で
きるような商品名を考えることに焦点を絞った。話し合いの結果、「さ
つまいもクリームパン」は立案時のものをそのまま採用し、ガーリック
トースト風ネギパンは、「まるでネギ！パン」に決まった。

　宣伝するための POP や、パッケー
ジのデザインも学生が行った。

高麗祭用ポスター
さつまいもクリームパン
パッケージ用シール

まるでネギ！パン
パッケージ用シール

2023 年 10 月 27 日 
　小松沢レジャー農園を訪問した。秩父郡横瀬町にある、ぶどうやし
いたけ等の収穫体験やバーベキューができるレジャー施設である。 
　学生が考えたパンのアイデアの中に、ぶどう（ちちぶやまルビー）
を使ったパンがあったことをきっかけに、訪問することが決定した。 
ぶどう畑では、ぶどう栽培についての話を興味深そうに聞いていた。 
　しいたけ栽培の様子も見学し、
早速、次回のコラボ商品のアイデアに
使えそうだと意見を出し合ってい
た。この日、コラボ商品の完成品
を初めて試食した。自分たちが考
えたものが形になり、学生は写真
を撮り、声を上げて喜んでいた。



高麗祭準備

高麗祭当日
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地域連携活動発表会での来場者の感想

POP 作成、パッケージのシール貼り

学生がポスターの前に立ち地域連携活動発表会に訪れた方に活動内容を説明

　今回商品化した 2 つのパンは 2023 年 11 月 3 日、4 日に行われた高
麗祭で予想を大きく上回り、用意した「さつまいもクリームパン」80 個、
「まるでネギ！パン」20 個の計 100 個が午前中に売り切れた。
　学生はチラシを持って来場者に声をかけ、積極的に販売をしていた。

　高麗祭の１日目に学内で開催された地域連携活動発表会にもエント
リーし、多くの方にこの活動を知っていただく機会となった。

産学連携の商品開発という
ことで、アイデアだけで
なく商品化するための
様々な制約などリアルに
感じることができ、学び
になったかと思います。
これからの学生生活も
チャレンジで！応援して
います。
（事務職員）

パンが朝一 即刻 完売に
なってしまったので買え
なかった。
食べたかったな。。。 でも
この共働プロジェクトの
中身は素晴らしいです
ね。
（経済学部・教員）

とてもおいしそうなの
で、買って帰ります。
城西ハブのカフェで売っ
たらいいと思う。
（一般・川越市）

明日学校なので、来年を
楽しみにしています。
（中学生・富士見市）

埼玉県産の食材を使った
商品の開発に興味を持ち
見学しました。時間が
遅く、実際に商品を購入
することはできません
でしたが、2 日目に購入
したいと思いました。
（一般・群馬県太田市）

食材の組み合わせを考え
たことが、今後の勉強で
献立を考える際に役に立
つと聞き、活動の成果が
でていると感じました。
（事務職員）



　医療栄養学科との産学金連携の広報にも貢献している本取組のパン
は、クラウドファンディングのシステムを利用し、多くの人に購入のチャ
ンスを広げることを実施し、産学金連携（有限会社かんながら × 飯能
信用金庫 × 医療栄養学科）のクラウドファンディング CAMPFIRE を公
開。「パン屋社長の夢を信用金庫が繋ぐ！埼玉の力が結集した最高の幸
せパン誕生！！」（支援は 2024 年 1 月 31 日まで）
　クラウドファンディングでは、100 人余の支援者から計 60 万 3 千円
を集めた。
　有限会社かんながらの大舘さんは、これを
元手にパンの急速冷凍機を購入するという。
「一番おいしい状態で冷凍保存した物を通販
で展開したい。賞味期限を延ばしてフード
ロスをなくすことも可能になる」と先を見据
える。

　食・栄養をマネージメントする 城西大学薬学部医療栄養学科ならで
はの管理栄養士を育成する中、この取組は給食経営管理のアクティブ
ラーニングとなり、埼玉県の食材を知り、発信することで地域活性化の
一助となると考えられる。
　取組の過程で、学生の取り組む姿勢の変化や普段の授業で見せない一
面が見られたことが印象に残っている。そのため、学生の成長の場とし
て、この取組を今後も継続していきたい。

まとめ
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　高麗祭、地域連携活動発表会に参加した地域の方からは、「産学連携
の商品開発ということで、アイデアだけでなく商品化するための様々な
制約などリアルに感じることができ、学びになったかと思います」、「食
材の組み合わせを考えたことが、今後の勉強で献立を考える際に役に立
つと聞き、活動の成果がでていると感じました」などの感想をいただく
ことができた。

　本取組に参加した学生からは、「先生以外の大人と話すことがあまり
なかったので最初は緊張したが、回を重ねるごとに緊張がとけ、意見が
言えるようになっていい商品ができたと思う」、「自分が考えたものが実
際に商品となって販売されることが嬉しい」、「高麗祭で販売したときに、
美味しそう！やインパクトすごい！と興味を持ってくれた方がいたこと
が嬉しかった。こちらも美味しさをどんどん伝えたくなった」、「今まで
知らなかった埼玉県の食材について知ることができて勉強になった」な
どの意見があった。
　学生は自分たちで立案したものが商品として販売されたことで、食を
提供する者としての視野が広がり、同時にやりがいも感じられたよう
だった。

クラウドファンディング
CAMPFIRE のページ

「考えた人すごいわ」の店舗で販売
された開発の 2種類のパン
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完成は 11 月！高麗祭での販売を目標に
　薬学部医療栄養学科と、食パン専門店「考えた人すごいわ」を展開す
る有限会社かんながら、地域企業を支援する取り組みを行っている飯能
信用金庫との産学金連携プロジェクトを 2023 年度より行っている。
　埼玉県産の食材を使用して、地域の活性化を担うためのパン開発をコ
ンセプトに、商品の立案から販売までを学生が主体となって行う。
　2024 年度は、新たに１年生 18 名を加え、第２弾の商品化に向けて
活動を開始した。

学生が考えたパンのアイデア
　第 2 弾は、埼玉県秩父地方の食材を使ったパンというコンセプトで学
生からアイデアを募った。アイデアの商品名、イメージ写真またはイラ
スト、使用する食材、アピールポイントを記載した資料を作成した。
　学生から 30 点のアイデアが出た。

かんながらと医療栄養学科がパンを共同開発
ー埼玉県秩父産の食材にこだわってー
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厨房見学＆パン作り体験

1 日目（7 月 30 日）

２日目（7 月 31 日）

　2024年7月30日（火）、31日（水）に、所沢市にある「考えた人すごいわ」
ブレッドパーク所沢店にお邪魔し、厨房見学と体験をした。

　厨房見学では、厨房にある機器の
説明をしていただいた。パン屋さん
の見えない仕事のことを聞いて、学
生たちは興味津々であった。
　厨房体験では、30 日は塩パンと
ソーセージロールを、31 日は塩パン

機器について説明を聞く

ソーセージロールの成形

あんぱんの成形

パンの試食

パンの試食

機器の説明を聞く

塩パンの成形

塩パンの成形
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塩パン・ソーセージロール

塩パン・あんぱん

「考えた人すごいわ」ブレッドパーク所沢店
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お店の方が個別にロールパンの作り方を教えて
くださり、とても親切に対応してくださったこと
に感謝の気持ちでいっぱいでした。また、自分で
作ったパンを実際に食べることはパン屋で働かな
い限りないので、とても貴重な体験をさせていた
だけて参加して良かったと思えたし、夏休みの
１つの思い出になったと思います。

パン屋さんの厨房を実際に見るという機会がほと
んどなかったので、たくさんの機械や製造過程を
知ることができ良い経験になりました。

パン生地に流行りの生地があるという事を初めて
知り、時代や流行によって人の好みが変わるごと
にパン生地を変化させている、ということに魅了
されました。

初めてパンの厨房を見学させていただき、パンの
種類が豊富で作るのに時間がかかるにも関わらず、
一つ一つ手作業で作られているのがすごいと思い
ました。また、実際にパンを作らせていただき、
形や大きさを均一にしながら作るのはとても難しい
と感じましたが、パンがどのように作られている
のか知ることができ、貴重な経験になりました。

以前はインターネットでパンについて調べる事
しかパンについて知る方法が無かったけれど、
今回実際にパン屋で働いている方の話を聞くこと
が出来たため、今まで以上にパンについて興味
を持つきっかけになりました。

厨房見学、体験をしてどのようにパンが作れる
のか近くで見られてとても勉強になりました。
また体験のほうでは難しかったですが参加した
メンバーの人と楽しく作ることが出来ました。
また参加したいです。

今回初めてパンを作ってみて、とても楽しかった
です。1 つの種類を全て同じように作ることの
難しさや職人さんのプロさを身近で感じることが
できました。また機会があったら参加したいと
思いました。

体験後の学生の感想

今回の活動は、「考えた人すごいわ」の
ホームページにも掲載されている

2024 年 11 月 3 日（日・祝）、4日（月）

今年度も高麗祭で販売します！

どんなパンが商品化されたのか、
高麗祭で確かめてみてください！




